











は低く、若い年齢層の人口が中心の国である（Department of Population Ministry of 






















































































































































































東部で立ち退きを余儀されていると予想されている（Thailand Burma Border Consortium 2010）。
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Burma Border Consortium 2010）。
   地雷による住民の被害もミャンマーでは深刻であり、地雷が耕作地に設置されているた
めに、農作業の最中に爆発被害に遭ったり、武装グループの荷物運びとして強制的に働か
された住民は、それら武装グループの先頭を歩き、地雷を見つけて撤去するという作業を
させられたりするという（Kachin Women’s Association Thailand 2011）。
   性暴力については、1990年代から特別報告書などで、ミャンマーにおいて国軍によ
る組織的な少数民族の女性に対する性暴力が蔓延していると報告されてきた。Shan 




いる（The Shan Human Rights Foundation & The Shan Women’s Action Network 
2002）。また、強姦のみでなく、誘拐、強制結婚、性奴隷など様々な性暴力が蔓延してい













































移動を経験していると言われていることによる（Department of Population Ministry of 




















添字   bur：ビルマ族
















のの、調査項目は13セクションあり、その調査内容は多岐に亘る（Ministry of Planning 
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